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記憶の継承、歴史の教育、詩の功罪
第一次世界大戦100周年と戦争詩人一一l
霜鳥慶邦
官官FirstWorld War gc溺 ongetings住ongerー→ournumber one national曲目t.
Ted Hughes，‘National Ghost’ 
1.第一次世界大戦100周年一一歴史、真実、栴百
2013年、 イギリスのCameron首相は、政府による第一次大戦100周年企画の発表の場で、第一次大
戦を‘afundamental part of our national consciousness’と呼んだ（Grov1回）。前桂冠詩人AndrewMotionは、
自身が編纂した第一次大戦詩集の序文で、学校教育の主要内容で、ある戦争詩lこっし、て、‘凹t’SS出 dripped
into the national bloo也剛n’と述べた (Motion,First World陥rPoemsxi）。現イ吃イギリスの「意劃と「血」
を構成する大戦の記憶と詩一一二人の発言は、今、第一次大戦について考えることは、決して過去の
出来事を振り返るとしづ回顧的な行為ではなく、まさに今の、そして未来のイギリスの国家的アイデ
ンティティそのものに関わる重要課題であることを示唆している。
第一次大戦 100周年を迎えたイギリスでは、大戦の歴史的理解と記憶の剤路 をめぐってさまざまな
展開を見せている。政府レベルの動きの一部を見てみよう。 2012年にイギリス政府は、大戦100周年
の顧問委員会（百ieCentenary Advisory Bo制）を設立した。文学、歴史、軍事、政治とし、った諸分野、
イングランド、 ヴェールズ、スコットランド、北アイルランドとし1う諸地域を代表する計16名のメン
バ－tこよって構成されてし、る（‘WorldWar I Centen町’）。ではこの委員会はどのような歴史詩哉を国民
に提示しようとしているのかというと、委員会の内部でさえも意見が分裂しているのが実情のようえ
ある研究者は、複数の委員の発言を参照しながら、こうまとめる ‘It蹴 mslikely也atthe two‘明白低m
Fronts’：that of history against也atof pop叫arc叫ture,w出con白meto con企Dnteach other m出世batleforせie"true 
war'', and wil do so even within the Centenary Advisory Board itself' (Renard 90). 西部戦線を中心とする大
戦の「真実」をめぐって、歴史家の主張とポピュラ ・ー カルチャーによって作られたイメージとの間
で分裂・衝突が生じているとし、うことが。
1材高は、科学研究費補助金「第一次世界大戦勃発100周年のために一一現代イギリスにおける大戦の記憶
の行方J（若手研究侶）、開古購番号・l似00582、2012-2014年度）の助成を受けている。また科高は、日
本英文学会関西支部第9回大会シンポジウム「第一次世界大戦開戦100周年」（立命館大学、 2014年 12月
21日）での口頭発表の内容に、加筆・修正を施したものである。
2 ヨー ロッパ人の西部戦線体験を中心とした大戦理解が今でも苅酌な一方で、近年の大戦研究は、西部戦
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大戦 100周年を契機に、大戦の 「真実」をめぐる論争は、アカデミズムの内外で激しく展開してい
る。この論争の火付け役としりても過言で、はない人物が、 2010年 5月から 2014年7月までCameron
内閣の教育相を担当したMichaelGoveである。2014年1月2日付けのDairyAゐilの中で、 Goveは、大
戦が‘anuns戸北able回gedy’だ、ったこと国忍めるが、‘m州首’、‘misunders刷出1g’、‘misrepresen刷 on’を安
易に信じ込んではならないと主張する。この歪曲的神話の主要因として、戦争の無意味さを悲観的に
描く Oh!F予知taLoveか陥r（舞台1963、映画1969）、 TheAゐnocledMutineer (1986）、 BlackadderGoes Forth 
(1989）の3作品が挙げられる。そしてこの種の神話を広める学者たちをGoveは、‘Left-wingacademics’ 
と呼んで痛烈に非難するのである（Gove）。
大戦の 「真実」をめぐる論争において、悲観的神話の最大の元凶としてしばしば批判の対象となる
のが、 W並edOwenやSiegfi吋 Sassoonをはじめとする一部の戦争詩人である。2013-14年のウェブ、上
のいくつかの記事の見出しを概観すると、論争の雰囲気が浮かび上がってくるだろう。
ιHaspoe句distort1吋ourview of World War One？’(BBC) 
官owhistori悩 todayaぼ denyingthe reality of World W紅白1erev回ledby the P田：ts’（λToG.わゆinWar, 13 Nov. 
2013) 
‘P田tsand th巴teachingof Great War history' (The Times, 19 Mar. 2014) 
‘Reclaiming First World Warp明tsfrom Michael Gove and血ehistorians who want to debunk也em’（NoGloηm
War, 20 Apr. 2014) 
？田町fisnowaytot田chtheGr1回tWar'(7恥刀1ηes,14 Mar. 2014) 
本稿の目的は、大戦の歴史理解と記憶と詩をめぐるこの論争に直張参加して勝敗を決めることでは
ない。逆にこの論争からしりたんE臨をおき、まずは大戦の記憶における最重要戦争詩人と言ってよ
いW曲吋仏;venが、戦争詩の、そして大戦の記憶の正典となる過程を概観し、次に今日；における戦争
詩の言言剖句・認識論的影響力を明らかにし、そして、現苗隼行中の歴史論争とは別の角度から大戦の
記憶の「真実」に迫ることを試みる。
2. 「戦争の悲哀」と20世紀一一第一次大戦からすべての戦争へ
第一次大戦に出征した W曲吋臼;venは、併識の 1週間前に西部単線に没した。生前に発表された
α;venの詩はたった5編であり、死の院長では彼は詩人としてそれほど、世に知られた宿主で、はなかった。
その後、 SiegfriedSassoon、Edi出Sitwell、EdmundBlundenらの尽力によって、 Owenは死後、特に1960
年代に高し、評価を獲得し、「反戦J詩人コとして正典化され、さらに朝交教育における必読の詩人とな
線以外の諸地域と人種的多様性を重視したよりグローパノレな枠組みの中で、大戦を捉え直す方向へとシフト
している（e.g.Das, Race; Dendooven and Chielens; Wmter；山室ほか；Olusoga）。
, Owenの詩は、実際には戦争に対するアンビヴァレントな感情に満ちており (Fusel270・309;Cole 160-65; 
Das, Touch 137-72）、「反戦」詩人としてのOwenのイメージは、かなりの程度、戦後に構築されたものと言
える。
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った（T<吋man160-72）。
仏;venの正典化に大きく貢献した重要な作品の一つが、 B叫創出1Britenの陥rR勾uiem(1962）え干
の作品は、第二次大戦でドイツによる空爆を受け廃嘘とイ七したコヴ、エントリー大聖堂の脇に新たに建
立された新大聖堂の献堂式のために制作された。この鎮魂歌の最大の何故は、伝統的なラテン語の典
礼文に、第一次大戦の詩人W国吋 Owenの詩を散りばめ、また曲のスコア冒頭に、 Owenの言葉‘My
subject is War, and白epity ofW:紅．百ieP関町ism白epity’4を引用している点である。この作品から読み取
れることは、 Britten が、 Owen の詩を第－~幻て戦としづ特定の文脈から脱文脈化し、第二次大戦を含め
た普遍的反戦メッセージとして解釈しているとしづ事実である。同時に、 WarR句uienとし、う壮大な鎮
魂歌の中で、ラテン語の典礼文と融合した結果、印;venの詩が強力な普遍性を獲得したことも事実だろう。
阪zrR句uiemの翌年に出版された仏間nの詩集の評価を見ると、 α;venの正典化 ・普遍化の様子を明
確に編忍できる。P凶ipLa比mは、伽enの描く戦争は、「すべての戦争」（‘alwar＇）、「すべての苦しみ」
（‘al叩盟主ring’）、「すべての無駄死に」（刈wasピ）を表現していると述べた（Larkin162）。別の評者は、
「我々の現代的価値観jから見て、戦争に対する Owenの姿勢がし、かに「正当」なものであるか
（‘righteousness’）を強調した（q吐mT吋man165）。ここで言う「現代J、つまり 1960年代といえば、
ヴェ トナム戦争八の反対運動現実味を増村亥戦争の脅威への不安、若者文化の台頭とし、った現象を
鞠／教とする時代である。このような反戦的・反権威的コンテクストの中で、そして第一次大戦50周年
却、う歴史的瞬間との重なりによって、第一次大戦の戦争詩（特にOwen）は再注目・再角鰍され、あ
らゆる戦争の恐怖と悲哀の表象となっていくのである。
Owenの正典性と普遍性を見事に視覚的に表したのが、 1985年にウエストミンスター寺院に設置さ
れた第一次大戦詩人の記念石版だ。この石版は、 16人の代表的な戦争詩人の名前を、α;venの言葉‘My
田均配tisW民 and血epityofWi:江．百ieP侃句ris m血epity’がぐるりと囲む構成になっている。まるで複数の
詩人がOwenの言葉の強力な円環に封じられ、各詩人の個性が消去され、「戦争＝‘pity'Jとし、うただ一
つのモチーフに集約されているかのような構図だ。こうして、もともと第一次大戦の戦争詩人たちの
一人にすぎなかった 伽 enは、その後の日靴の中で、 第一次大戦の戦争詩人全体を代表する柄主へと
昇華するのである。
その後日朝対立流れ、世界はさまざまな戦争や紛争やテロを紐験しながら現在に至っている。次章で
は、議論を21t帥己にまでアッフ。デートし、今日における大戦の記憶と Owenの言語の関係について考
察する。
3.「戦争の悲哀」と21世紀一一イラク、アフガニスタン、タリバン
2010年、前桂冠詩人AndrewMotionは、第一次大戦、第二次大戦からイラク戦争、アフガニスタン
戦争までを題材にした詩集Laurelsand Don蛇ysを出版した。この詩集全体のあ哩にっし、てMotionは、
‘whatWil宣吋Owen伽no凶 lyd白cribedas市 epity of war'”と述べる（Motion,Laurels）。この発言が示唆す
るのは、前章で、石信忍したウエストミンスター寺院の「戦争の悲哀」の円環が、第一次大戦だけでなく、
4 1919年に出版する予定だった詩集の序文として1918年に書かれた文章のー音Ila
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その後の時代の戦争をもその内部に取り込み拡大し続けている様子である。
伽 ・enの日朝tを超えた普遍性に注目する詩人は、 Motionだけではない。2013年出版の刀zeCambr地e
Companion to the Poetry of the First肋rld胸 Fに収録された3人の詩人MichaelLongley、JonStallworthy5、
Andrew Motionの鼎談の中で、 Owenが話題に上っている。‘Owenk田:pschan伊1g','There are so many 
Owens’としづいngleyの発言を受けて、説allworthyは、 Owenの詩がアフガニスタン戦争を含めた「あ
らゆる戦争J('anywar’）の表象になり得ると述べる（Longley,Motion and S匂llworthy264) 60 
上の二つの例は、もしかしたら詩人たちの世界内部のやや過剰な Owen賛美としづ印象を与えるか
もしれない。だが現代戦争に関する言見を広く確認すると、伽enの影響は、決して詩の領域に限定さ
れた現象ではなく、実際にイラクやアフガニスタンで戦争を体験した一般の兵士たちにも及んでいる
ことが分かる。一例として、 2006年2月1日付けの1加 Guardianの記事を見てみよう。記事の見出し
は‘Noone be町田抑制thepity of war，鈎ysBritish釦 nychiefoこの比樹YJr_の後には、もちろん噛叩
仏間げが省略されている。‘thepity of war＇というフレー ズは Owenによる言葉であることを考えれば、
「α,venほど戦争の悲哀を見事にとらえた者はし、なしリとし、うこの記事の見出しは、完全なト トーロジ
ーである。まるで「戦争＝‘plザ」とし、う普遍的・赤色対的真理がもともと宿主し、それをうまく言言吾化
したのがOwenである、とし1う印象を与える見出しである。記事はOwenと現代戦争との関係につい
て次のように記す。
In the prefa田 tohisWarP侃ms,W曲吋α,venwrote: 'Above al, I am not concem出withP田町.My剖句ectis
War，血dせ1epity of War.’He could not have known由民90y1回路l辺町hisverse would r国onatewi出his叩ccessors
m the uniform of the British ai.my and血eirown sense of remembrance. 
General Sir Richard Darma民社1eChief of the General S阪f;is among町吋ngsoldiers who have reveal出how
First World War伊e町speaksto也emacross也巴田n加工yastheyfo白血ehorrors of war in Afghanistan and Iraq. 
Dannatt, who caused a po出回lstorm last mon也by釦舘巴sting伽tBritish甘oopsshould be brought home‘soon’ 
企omIraq and也attheir presence was 'exac的ating’もensions,says Owen’s work stil hぉ apo we刷 immediacy.
(Smith) 
この号聞で注目したいのは、最後の一文中の‘apowerful immediacy' (: v、うフレーズえ「直接性Jと
も「無媒介性Jとも訳される‘immediacy’という語は、兵士の戦場体験と言語表象について、次のこと
を示唆している。この記事のタイトノレが暗示するように「戦争＝下iザ」とし、う仏間n的モチーフが普
遍的真理と化し、そのパラダイムの内部で兵士たちが自身の耕易備実を認識し言言割七しようとすると
き、仏間nの詩の言語以上にそれを「直接的」に「無媒介的」に表象し得る手段があるだろうカも換言
すれば、戦場の兵士たちは、筆舌に尽くしがたし、自身の耕易体験を、伽enの言語を「媒介Jし「反復j
することによってのみ、「無媒介的Jに「直接的に」言語化し得るとし、う、逆説的な現象が浮かび上が
コ2014年1月19日に死去
6現代におけるOwenの重要性を示す他の例として、桂冠詩人Caro!AnnDu時の詩‘LastPost’（2009）がある。
この詩の分析については、霜鳥を参照。
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ってくるのである。
同様の現象は、別の耕易体験者の発言にも確認できる。2011年に、 Heroes:100 Poems .frmηthe New 
Generation of陥rPoetsというタイトルの詩集が出版された。これは、現代の戦争を体験した一般の兵
士やその家族たちから詩を公募し審査し編纂したもので、ある。作品掲載者の一人（アフガニスタン戦
争に参加した元兵士）は、刀1eIndependentの記事の中で次のように述べる。
Wt凶吋 Owenand Sieg丘iedS邸 oon,among others，巴n臼ipsulat1吋仕1ehorrors of也eFirst World War so 
m悶 ：raly：せ1eirp田町1is insurmoW1table. 
Owen’s羽ternemトー‘My叩bjectis War, and the pity of W紅.The p，田町Iis inせ1epiザーiswell !mown, but 
another line, in血e鈎meprefa田 tohis collection Poems (1920), is：‘This book is not about heroes. English Poe町is
not yet fit to speak of吐1e且’
How, if血atwas the situation after批 FirstWorld War, could it be剖 ydi民間1twith Iraq and Afghanis凶？
(Jefrey) 
この発言のポイントをとらえるには、 l行自の‘en回p叩laもどとし、う単語を、あえていったん字義的に
瑚卒するとよいだろう。つまり伽m とSassoonによって、戦争の恐怖に関するあらゆる語棄が、戦争
詩という「カプセルjの中に高密度に密閉された。そして鮮度を失わないその言語カフ。セノレは、その
後のさまざまな戦争の言語表象において、‘apowerful町rmediacy'Iこ満ちた荷主として効力を発揮し続け
ている、ということ7二この引用の最後に見られるように、イラク戦争とアフガニスタン戦争に、 100
年も昔の第一次大戦が容易に並置可能なのは、これらの戦争が、時空間的E圏在とは別に、言語表象の
次元におし、て、第一次大戦の戦争詩と同一の言語パラダイムの内部に宿主しているからに他ならない。
島町ωの 1年後に出版されたある詩集は、伽enを中心とする第一次大戦の戦告寺の意外なほどの
普遍性を物語っている。詩集のタイトノレは、 Poe.ηof御 Taliban。これは、タリパン兵たちの詩をパシ
ュトゥ一語から英訳した詩集で、当然、出版をめぐって物議を醸した（Borger）。イギリスにおけるこ
の詩集の受容と解釈を考察するうえで興味深いのは、カバーに掲載されているし、くつかのレヴュ一文
えあるレヴュ一文は次のように述べる－＇ Ind剖， asenemies’trilUilphs and ruination m也eirlllOUII匂m
homeland te由由民em可油ed田n’sfai也mGod，回meeven民hothe shock, sense of be回ya!and despair of 
Britain's First恥 ddWar伊ets'(Linschoten and Kuehn). このレヴュ一文は、タリパン兵たちの戦場体験を、
何の脈略もなしに、唐突に第一次大戦の戦争詩人たちに関連づける。なぜこのような唐突な接続が可
能なのか？ この短い断片的な文章からその手がかりを得ることは不可能だが、逆に言えば、脈略の
不在としづ現象それ自体が、次の事実を物語っている。それは、第一次大戦の戦争詩に、そもそも脈
略は不要であるとし、うこと、つまり戦争音寺の言語は、特定の文脈を超えた普遍的パラダイムと化して
おり、それは、現代のタリパン兵にすら適用可能で、あるとしづ事実え
もう一つのレヴュ一文を見てみよう一一恒国 e油aordin町fcollection is 民markableas a literary 
pr司氏t一切icoveringa s回mof war伊etryfew will !mow ever exist叫 andpresenting to us for血e血sttinleせ1e
black-turb加nedW凶edOwens of Wardak’(Linschoten and Kuehn). タリパンの詩人たちを、「ヴアノレダク
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［アフガニスタンの地別の黒ターバンを巻いたW国吋α,venたち」と表現する。本章の前半で、。,ven
keepschan伊ig＇，官1ereare so many Oweばとし、う現代詩人の発言を紹介したが、 Owenは、第一次大戦の
イギリス兵の象徴的荷主であるだけでなく、日新~・関矢・宗教を超えて、タリパン兵の記号にすらな
り得るという、白,venの意外なほどの可塑的翫量性を表す発言である。
前章で、多ぐの第一次大戦詩人の中の一人に過ぎなかった Owenが、第一次大戦詩人全体を代表・
象徴する相生へと昇華する様子を確認した。 その後 Owen はさらに普遍化し多様化し、日新~·民族・
宗教をいともたやすく超越しながら、すべての戦争のすべての兵士の強力な言語表象ノξラダイムとし
て、 21世紀の今も確実に和主し続けているのである。
4.第一次世界大戦100周年と未来のための記憶
これまで考察してきた内容は、 Owenの普遍化の過程であり、神言町七の過程と言い換えてもよいだろ
う。ただしここで言う「栴吉」は、科高の最初に紹介したような、昨帽吉＝誤解＝誤表象」としりた単
純素朴な等式では到底理解できない、もっと別次元の現象であることは明らかだろう。大戦の歴史的
「真実」をめぐる現在進行中の論争とは別レベルで筆者の関心を号｜くのは、大戦から 100年経過した
今でも、大戦の記憶と戦争詩の言語が決して過去化されることなく‘apowerful immediacy' 1；：.満ちた強力
なパラダイムとして柄主し続けているとし、う現象であり、この現象にこそ、第一次大戦の（歴史的「真
実」とは別の）「真実」が相主すると考えられるのだ。そしてここで、立ち返っておくべき布主が、大戦
の記憶の研究の古典中の古典であるPaulFussellの恥Great既rrand助 dern胎 m01y(197 5）え
同hatwar detaches itself企omits nonnal location in chronology and bぉceptedset of四回esand efects to become 
Greatinano也er問時一all-encompassing,all-pervading，加thinternal and e斑 malat once, the esential condition 
of consciousneぉinthe twentieth century. (F凶鈴11348)7
1975年時点でのFussellのこの極めて示唆に富む指摘が、 20世紀だけでなく 21世紀においても決し
て重要性を失わないことを検証すること、そして大戦の記憶の21世紀的意味を明らかにすること一一
これが筆者の最大の関心であり、材高はそのフ。ロジェクトの一部である。さらにFussellの論に若干の
補足修正を加えるとすれば、現代における大戦の記憶について考察する際に、‘G回atWar＇よりもさらに
‘Greater’な相生とイ七したと言っても過言で、はない Owenの栴主に注目することが非常に重要であるこ
とを指摘しておきたい。
利高が一貫して示そうとしてきたのは、大戦 100周年の今、大戦について考えるとしづ行為が、決
して回顧的な行為ではないこと、大戦は振り返るものではなく、強烈な今日的アクチュアリティに満
ちた払唱であるということえ 2014年8月4日にベルギーのリエージュで催された大戦100周年の記
念式典を見ると、式典に参加した各国の代表が、過去の解釈そのものよりも、し、かに大戦の今日的・
7 Fussellの発言を Sokolowska-Paryzand Loschniggの言葉を借りて換言すれば、第一次大戦は、‘［也e]
paradi伊 aticwar' (5）で、あり、＇theUr－四回仕opheof the tw倒的century’(1-12）で、あると言える。
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将来的意義を富晃しているかがわかる。大戦100周年が単なる‘acult of memotγで、終わってはならない
と述べ、イラク、シリア、中東、ガザの惨状に言及しながら、ヨーロッパとして行動すべき「義務J
と「責任」を主張するフランスのHollande九統領。ウクライナ情勢に言及し、我々が現在享受してい
る「平和」は単に‘nomore bloodsh吋’を意味するので、はなく、＇ some出ingd田per＇を意味すると述べるイ
ギリスのW世iam皇太子。二度の大戦から学んだ教訓を、百membranぱと‘commemoration’を通してだ
けでなく、‘ouractions in也ep陀se凶 andfuture’を通して示すべきだと主張するドイツ連邦九統領G阻止
仮obinson）。各国の代表はいずれも、過去の記憶を現代の文脈でとらえ、それを未来における具体的
な行動へと繋ごうとしている。
第一次大戦100周年は2018年までもうしばらく続く。この間に世界状勢がどう変化し、大戦の記憶
と戦争詩の意味がどう変化するのか、その様子については引き続き今後の状況をリアノレタイムで観察
していく必要がある。そのため利高は、大戦の記憶に関する何らかの結論を提示することは控え、そ
のかわりに、記憶の行方の予徴のようなものを提示して締めくくることにしたし冶
5.記憶の行方の予徴ー--Cameron首相と戦争詩人
2010年、Cameron首相は、あるインタヴューでお気に入りの詩について質問され、 W曲吋αNenの
‘D叫民 EtDeco抗m Est'8を挙げた。これは戦争昔寺の中で、も最も有名な反戦詩の一つで、報道記事も、
‘anti-war＇とし、 う語を見出しと本文の両方で用いて報じている（Thomas）。その4年後の2014年、第一
次大戦100周年を迎えたイギリスで、 Foreverとし、うタイトルのCDが発売され丸これは代表的な戦
争詩を著宅人たちが朗読したものを収録したCDで、英国在郷軍人会（RoyalBritish Legion）公認の「オ
フィシヤノレjなCDとなってしも。このCDで興除深いのは、 Cameron首相による、 Rupe託 B削除の
詩＇TheSoldier’の朗読が収録されてしも点t~ Brookeとし、えば、愛国心と理想同商ちたイギリス兵士の
象徴的前主であり、‘官1eSoldier’が収録された詩集は、大戦当時、爆発的な売れ行きを見せた。「もし
私が死んだら」としづ言葉から始まるこの詩は、次のように語る。
IfI should die，出血konly this of me: 
That白白可2’ssome comer of a foreign field 
百1atis for ever England.官官eshallbe 
In that rich回rtha richer d山tconcealed; 
A dust whom England bore, sha戸d,madeawar芯，
Gave, once, her flow巴I百tolove, her ways to ro紅n,
A body ofEngland's, bv回出ngEnglish加，
Wash吋by也erivers, blest by s凶isofhom巴.(Brooke 1-8) 
Eガス兵器の攻撃を受けてもがき苦しみ死にゆく戦友の姿を生々しく描くこの詩は、最後に Hora回の 7加
Odesの一部 宮川田etdeconun est 吟opatria mori' （「国のために死ぬことは美しく名誉で、ある」とし、う意味）
を引用し、それを‘百1eoldLie’と呼んで、愛国主義的フ。ロパガンダを痛烈に非難する（白;ven31-32）。
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イングランドの空気と土と水と太陽によって育った自分の死体が埋まっているその場所だけは、たと
え異国の地であろうと、永遠にイングランドであるという、愛国的精神を美しく唄った詩で、ある。。,venの「反戦詩JからBrookeの「愛国詩」へとし、ぅ Cameron首相¢ベク トノh 「もし私が死んだ
ら」としづ兵士の言葉が、「オフィシヤノレ」なメディアの中で、国の政治的トッフ。の声によって読まれ
るとしづ現象。そして国家のために死にゆく兵士を想像するとき、想起されるのは、英国在郷軍人会
による 2013年1月2日のツイッター上の写真付きツイートである。そこには、大きな赤いポピーの
造花を持った4人の少咋弓、女が写っており、彼ら彼女らが着ている黄色いTシャツには、‘FutureSoldier’ 
とし、うスローガンが書カれている。この写真は、明.irefascism’、‘dumbassnonse蹴’、 ‘shame白l’など、
ツイッター上で多くのt比判を呼んだ (RoyalBritish Legion）。
この寸車の文化現象とイメージ連鎖に、どのような、そしてどれほどの象徴的意味があるのか、あ
るいはないのれそれは、数年後に振り返って初めて分かることであり、現日主主で安易に過剰に意味
づけすることはあえて控えておきたい。ただし同時に、これまでの議論が示してきたように、大戦の
記憶の大きなうねりの核心的なレベノレに、戦争詩人の言語がし、かに深く強く関与してし、るカ」→寺代
の反映とし、った素朴な議論で、はなく一ーとし、う点は、改めて強調しておきた川材齢、第一次大戦
100周年l年目のイギリスにおける、大戦の歴史瑚牝記憶と詩の開系lこっし、て考察した。2018年へ
向けての大戦 100周年のさらなる展開については、引き続き観察・考察し、稿を改めて論じる予定で
ある。
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